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課題と対応策
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課 題 新たな対応策

地方空港の管理者が施設の維
持管理を円滑に行う上での技
術的知見等の提供

滑走路等の舗装の調査、評価、
修繕方法にかかるマニュアルの
作成、提供

空港施設の維持管理に係る課
題解決に向けた連携・支援の
推進

関係者による空港施設メンテナ
ンスブロック会議（仮称）の新
設



滑走路等の舗装の調査、評価、修繕方法
にかかるマニュアルの作成、提供
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空港舗装維持管理マニュアルの策定方針

〇地方管理空港の維持管理体制は、
1． 土木職員の配置数が少ない。
2． 空港土木業務通算経験年数も少なく、修繕・更新の経験も少ない。

〇地方管理空港等のマニュアルに期待する内容を反映
・点検、診断における評価の目安
・点検の頻度の考え方
・舗装の更新時期の検討方法

〇初心者を対象とする。
〇図や写真を多用する。
〇維持管理等（工事）に必要な用語集をまとめる。
〇点検頻度を設定する方法を分かりやすく説明する。
〇破損の種類・特徴及び破損レベルを分かりやすく説明する。
〇破損の評価及び施設の健全性の評価が統一できるようにする。
〇点検様式の統一化により、電子化を推進させ、点検結果の有効活用を図る。
〇点検結果を活用した舗装の更新時期の設定方針を示す。
〇修繕工事等は、材料、機械及び作業手順（工程）、タイムスケジュール及び各種工

事等の注意事項を分かりやすく説明する。
〇工事の完成検査時の検査上の要点を示す。 3



目次構成等

ポイント②
空港独自の業務の実施に際し必要な調整、業務
流れ、手続きと留意事項を提示

ポイント③
人命及び運航への影響度と点検頻度の設
定方法を提示。

ポイント⑤
破損種類・特徴及び破損レベルを写真で示し、評価の
統一化を図る。

ポイント④
点検方法は、準備、実施、留意事項、参考事項、参考文献と業
務に必要な情報（目視及び打音点検等）を提示

ポイント⑥
各種工法の概要、材料、機械、作業手順、タイムスケ
ジュール等の必要な情報を提示

ポイント①
初心者を対象に、図、写真を多用し、用
語集を記載し分かりやすくする。

ポイント⑦
電子データとしての利活用を考慮
した様式の統一化
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策定ポイント①

初心者を対象に、図、写真を多用し、用語集も記載し分かりやすくする。

写真―1 点検方法（打音調査）

図―2 点検方法（すべり摩擦係数測定調査）
図―1 制限区域内工事の連絡体制等（関係者）

写真―2 破損の種類、破損レベル 写真―3 切削オーバーレイ工

②点検の実施（打音調査）

①制限区域内での工事の手続き等
③点検の実施（すべり摩擦係数測定調査）

④点検結果の評価 ⑤修繕・更新
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策定ポイント②

空港独自の業務の実施に際し必要な調整、業務の流れ、手続きと留意事項を提示

●業務を実施する場合は、空港
関係者と十分な事前調整が必要
でその関係を示している。
1.4.2 業務上の連絡調整の流れ

●業務を実施する場合の全体的
な維持管理業務の流れを示して
いる。
1.4.3 維持管理業務の流れ(フ
ロー)

●空港内で業務を実施する場合
は、管制塔との交信等が必要な
こともあるため、一般的な維持
管理業務の１日の業務手順を示
している。
1.4.4 維持管理業務の1日の作
業手順

●空港内で作業を実施する場合
は、立入申請、ノータムの発行
、作業日報の提出の他、工事書
類の作成、工事検査等の手続き
を示している。
1.4.5 維持管理業務の手続きと
留意事項

○マニュアルの一例（抜粋）
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策定ポイント③

人命及び運航への影響度と点検頻度の設定方法を提示

〇巡回点検Ⅰの点検頻度の考え方
※巡回点検Ⅰ：舗装の点検では、基本施設全域を対象とし、た点検を巡回点検（全域点検）で、巡回点検Ⅰ（徒歩による全域目視点検）

2回/年

1回/年

左の標準点検回数は、国管理空港
を標準として決定したもので、空
港の規模等やこれまでの実績から
右（一例）のように標準点検回数
を見直すことができる。

施設区分は、各空港の規模や就航する機材
等で設定することができる。
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策定ポイント④

点検方法は、準備、実施、留意事項、参考事項、参考文献と業務に必要な情報（目
視及び打音点検等）を提示
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策定ポイント⑤

破損種類・特徴及び破損レベルを写真で示し、評価の統一化を図る

○マニュアルの付録の一例（抜粋）

●舗装種別（アスファルト、コンクリート）ごとに、破損の形態と異常のレベルを分かりやすくするため写真で提示した。
付録－２ 異常のレベル判定例

●異常のレベルは、程度を分かりやすくするため、定規が写っているものを採用した。
付録－２ 異常レベルの判定例
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策定ポイント⑤

①破損の種類で破損レベルを評価する。

②施設の重要度別に区分する。

③破損レベルと施設の重要度別に処置を行う。

〇巡回点検等の結果の評価

処理評価区分
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施設の重要度区分



策定ポイント⑥

各種対策の概要、材料、機械、作業手順、タイムスケジュール（日施工量の制約）
及び各種工事の注意事項の情報を提示

（一部省略）
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策定ポイント⑦

点検データの利活用を考慮した様式の統一化

〇データベース
例）点検情報一覧（巡回点検（Ⅰ））

例）点検結果一覧（巡回点検（Ⅰ））
座標値で入力

PC

DGPS

空港舗装巡回等点検システム

現場で空港舗装巡回等点検システムに
破損状況を入力しデータベースに登録
する。

図面出力
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関係者による空港施設メンテナンス
ブロック会議の開催
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ブロック割
東京航空局 第１ブロック 北海道、東北（４道県、２市、１１空港）

（道、県、市）北海道、青森県、岩手県、秋田県、旭川市、帯広市
（空港）利尻、奥尻、中標津、紋別、女満別、旭川、帯広、青森、花巻、大館能代、秋田

第２ブロック 東京、中部（６都県、１２空港）
（都、県）山形県、福島県、東京都、新潟県、長野県、静岡県
（空港）庄内、山形、福島、大島、新島、神津島、三宅島、八丈島、調布、佐渡、松本、静岡

大阪航空局 第１ブロック 中部、近畿、中国（１０県、１市、１４空港）
（県、市）富山県、石川県、福井県、愛知県、兵庫県、和歌山県、鳥取県、島根県、岡山県、山口県、神戸市
（空港）富山、能登、福井、名古屋、神戸、但馬、南紀白浜、鳥取、隠岐、出雲、石見、岡山、岡南、山口宇部

第２ブロック 九州（６県、２７空港）
（県）佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、鹿児島県、沖縄県
（空港）佐賀、対馬、小値賀、福江、上五島、壱岐、天草、大分中央、種子島、屋久島、奄美、喜界、徳之島、沖永良部、

与論、粟国、久米島、慶良間、南大東、北大東、伊江島、宮古、下地島、多良間、新石垣、波照間、与那国

※会社空港や公共用ヘリポートの出席も可能となっています。

開催時期 毎年夏頃の開催を基本とする。

開催場所
・各ブロック内の空港を巡回して実施する。

ブロック会議参加メンバー
・地方管理空港、東京・大阪航空局、国総研、港空研 等

空港施設メンテナンスブロック会議実施（案）
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日程 カリキュラム 担当 時間

１日目
空港舗装維持管理マニュアルについて
【概要】
点検頻度の設定方法や更新時期の考え方について紹介する。

地方航空局 ２．０

〃
空港土木施設維持管理概論
【概要】
空港土木施設の維持管理について，点検方法や破損の形態と
対応方法等を概説する．また最新の研究成果も紹介する．

国総研
施工システム室

１．０

〃
空港舗装補修における留意点（設計・施工）
【概要】
空港舗装補修について，関連する空港舗装補修要領の規定と
背景等を概説する．また最新の研究成果も紹介する．

国総研
空港施設研究室

１．０

〃
空港舗装材料概論
【概要】
ｱｽﾌｧﾙﾄ，ｺﾝｸﾘｰﾄといった空港舗装材料について，その特徴
や材料試験法等を概説する．また最新の研究成果も紹介する．

独法
港空研

１．０

２日目 現場視察（基本施設等）※空港の事情による。 幹事空港 ２．０

〃
各空港の点検状況等（維持管理・更新計画）の報告等
・定期点検（路面性状調査等）の結果報告
・維持管理・更新計画（点検頻度等の見直し等）
・補修工法の紹介 等

地方航空局
地方管理空港等 ２．０

空港施設メンテナンスブロック会議の概要
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